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桜
井
市
の
耕
作
放
棄
地
面
積
は
、 

担
い
手
不
足
を
背
景
に
約
１
５
７
ha 

に
の
ぼ
り
市
内
全
体
の
農
地
の
９
％ 

に
及
び
ま
す
。 

農
地
が
荒
れ
だ
す
と
産
業
廃
棄
物 

の
不
法
投
棄
な
ど
、
さ
ら
に
深
刻
な 

問
題
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
担 

い
手
の
確
保
や
農
地
の
管
理
は
生
活 

に
直
面
す
る
課
題
で
す
。 

平
成
２１
年
１２
月
に
改
正
農
地
法 

が
施
行
さ
れ
、
新
規
就
農
者
の
下
限 

面
積
要
件
（
桜
井
市
は
現
在
２０
ａ
） 

          

        

や
新
た
な
担
い
手
と
期
待
さ
れ
る
法 

人
の
新
規
参
入
要
件
が
緩
和
さ
れ
た 

も
の
の
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
や
競 

争
の
激
化
な
ど
リ
ス
ク
も
大
き
く
、 

効
率
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
新
規 

参
入
者
の
誘
致
は
な
か
な
か
見
込
め 

な
い
の
が
現
状
で
す
。 

そ
ん
な
状
況
の
中
、
狛
・
岩
坂
の 

里
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
い
菜
の
花 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
狛
・
岩
坂
の
里
の
会 

(
会
長 

垣
内 

長
太
郎
さ
ん)

が
平
成 

２０ 
年
か
ら
立
ち
上
が
り
耕
作
放
棄 

          

     
 

    

地
と
な
っ
た
棚
田
に
桜
や
も
み
じ
等 

の
景
観
樹
木
を
植
樹
し
て
、
美
し
い 

里
山
を
取
り
戻
す
取
組
み
が
進
め
ら 

れ
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

狛
・
岩
坂
の
里
は
、
近
鉄
長
谷
寺 

駅
か
ら
西
へ
約
１
㎞
、
狛
川
の
上
流 

に
位
置
し
、
河
瀬
直
美
監
督
の
映
画 

 

「
狛
―
Ｋ
ｏ
ｍ
ａ
」
の
舞
台
と
な
っ 

た
里
で
す
。 

３
月
上
旬
、
狛
・
岩
坂
の
里
の
会 

の
他
に
、
地
区
の
方
々
や
こ
の
会
の 

母
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
い 

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー 

さ
ら
に
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い 

る
奈
良
県
・
三
重
県
読
売
会
と
月
刊 

誌
読
み
っ
こ
の
関
係
者
ら
な
ど
が
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
り
ま
し
た
。 

          

中
心
メ
ン
バ
ー
が
事
前
に
草
刈
を 

し
た
と
こ
ろ
を
含
め
約
５
０
０
０
㎡ 

の
農
地
に
、
参
加
者
は
感
謝
や
願
い 

の
気
持
ち
を
記
載
し
た
プ
レ
ー
ト
を 

添
え
て
、
桜
百
本
・
も
み
じ
二
十
本 

と
ク
ヌ
ギ
十
本
を
植
え
ま
し
た
。 

植
え
付
け
後
の
草
刈
等
の
管
理
に 

も
大
変
な
労
力
を
要
し
ま
す
が
、 

「
我
々
が
き
っ
ち
り
と
管
理
し
て
い 

け
ば
、
続
い
て
し
て
く
れ
る
と
信
じ 

て
い
ま
す
。
桜
な
の
で
、
い
い
と
き 

も
来
る
・
・
・
と
望
ん
で
い
ま
す
」

と
垣
内
会
長
は
、
微
笑
み
な
が
ら
話

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
狛
・
岩
坂
の
里
の
会 

の
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
、
５

年
後
、
６
年
後
に
桜
満
開
と
な
っ
た

自
然
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
狛
・
岩
坂

の
里
の
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
で

す
。 
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☆
植 

樹 

会
☆ 

農業委員会だより 

広
げ
よ
う
！ 

花
と
人
の
輪 

桜
井
市
の
東
部
に
位
置
す
る
狛
・
岩
坂
の
里
で
は
、
地
区
内
の 

耕
作
放
棄
地
と
な
っ
た
棚
田
を
活
用
し
て
桜
や
も
み
じ
等
を
植
樹 

し
て
美
し
い
景
観
を
取
り
戻
す
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

“植樹会”の風景 

“ＮＰＯ法人さくらい 
菜の花プロジェクト” 

ＮＰＯ法人さくらい菜の花プ

ロジェクトは、遊休農地の活用

により菜の花等の栽培を通じ

て循環型社会の実現に向けた

活動をされています。 



       

平
成
２１
年
１２
月
の
農
地
法
改
正 

に
よ
り
、
遊
休
農
地
等
の
事
態
を
把 

握
し
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め 

農
地
の
利
用
状
況
調
査
が
法
定
化
さ 

れ
ま
し
た
。 

農
業
委
員
の
日
常
的
な
農
地
の
巡 

回
と
は
別
に
、
９
月
か
ら
１１
月
の
期 

間
に
農
業
委
員
と
事
務
局
が
各
地
域 

の
農
地
の
利
用
状
況
の
調
査
を
行
い 

ま
し
た
。 

             

       

農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
左
記
の 

集
計
票
の
通
り
で
す
。
尚
、
随
時
に 

行
っ
て
い
る
調
査
に
基
づ
く
耕
作
放 

棄
地
の
解
消
地
及
び
追
加
地
に
つ
い 

て
は
、
集
計
票
に
反
映
し
て
お
り
ま 

せ
ん
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

農
地
が
荒
廃
す
る
と
雑
草
が
生
え 

て
、
病
害
虫
や
火
災
の
心
配
、
さ
ら 

            
 
 
 

利
用
状
況
調
査
の
様
子 

 

    

に
は
鳥
獣
被
害
に
結
び
つ
く
恐
れ
が 

あ
り
周
辺
農
地
や
近
隣
住
民
に
迷
惑 

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

引
き
続
き
農
地
の
適
切
な
管
理
及
び 

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
組
み 

等
に
お
け
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
農
地
に
つ
い
て
お
困
り
事

や
相
談
が
あ
る
方
は
気
軽
に
地
元
の

農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
ま 

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

      
 

 
                       

       

薬
師
寺
さ
ん
は
、
八
月
に
農
業
技 

術
検
定
２
級
に
合
格
し
農
業
大
学
校 

で
の
勉
強
後
、
現
在
は
試
行
錯
誤
を 

し
て
多
種
の
作
物
を
栽
培
す
る
活
気 

あ
ふ
れ
る
青
年
就
農
者
で
す
。 

そ
ん
な
頑
張
り
屋
の
薬
師
寺
さ
ん 

は
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
レ
ス 

ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
店
長
等
の
経
歴 

が
あ
り
、
飲
食
界
で
活
躍
を
し
て
き 

ま
し
た
。 

彼
が
目
指
す
農
業
と
は
、
無
農
薬
・ 

無
化
学
肥
料
に
こ
だ
わ
っ
た
伝
統
野 

菜
や
西
洋
野
菜
・
ハ
ー
ブ
等
を
生
産 

し
、
飲
食
店
等
に
直
接
販
売
を
行
い
、 

将
来
的
に
は
、
法
人
と
し
て
レ
ス
ト 

ラ
ン
や
採
れ
た
て
野
菜
の
販
売
施
設 

を
兼
ね
そ
ろ
え
た
観
光
農
場
を
経
営 

し
、
美
し
い
里
山
を
将
来
に
残
し
続 

け
る
活
動
を
行
い
た
い
と
語
っ
て
く 

れ
て
い
ま
す
。 

貴
重
な
若
い
担
い
手
で
あ
る
薬
師 

寺
英
治
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お 

願
い
致
し
ま
す
。 

番号 氏 名 住 所 備　考
1 　正實 東田 公選
2 松田　充弘 粟原 公選
3 西川　武男 高田 公選
4 楠本　照 穴師 公選
5 森北　好則 三輪 公選
6 森本　久彦 大泉 公選
7 石井　稔人 出雲 公選

8 奥田　正春 大福 副会長・公選
9 札辻　輝巳 白木 選任
10 永橋　智德 笠 副会長・公選
11 桝井　利行 芝 公選
12 岡田　冨士雄 大泉 公選
13 山　胖 金屋 公選
14 辻谷　惠一 上之庄 選任
15 森本　光一 大泉 選任
16 杉本　彬 箸中 選任
17 田　茂次 上之宮 公選
18 堀内　成信 出雲 選任
19 上田　當夫 竜谷 公選
20 森田　清茂 瀧倉 公選
21 山本　男 吉備 公選
22 大西　亘 忍阪 選任
23 杉本 義衛 箸中 会長・選任

薬師寺 英治さん（32 歳） 

平
成
２３
年
度 

利
用
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て 

９
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を 

実
施
し
ま
し
た
。 

平成２３年７月の農業委員の 
改選に伴いましての新しい農業委員を紹介します。 
現在の農業委員は公選１６名と選任７名の合計２３名

で、任期は平成２６年７月１９日までとなります。 
よろしくお願い致します。 

農業委員の紹介  

ＮＥＷ！！ 
  農 業 者 

 利用状況調査結果集計票   

筆数 地目

追加地 ５筆 畑 2,643 ㎡

解消地 １筆 畑 2,503 ㎡

差引増減 2,643－2,503＝１４０㎡追加地

面　　積筆数 地目

追加地 ５筆 畑 2,643 ㎡

解消地 １筆 畑 2,503 ㎡

差引増減 2,643－2,503＝１４０㎡追加地

面　　積


